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昨
年
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
は
３
月

11
日
の
東
日
本
大
震
災
の
未
曾
有
の
災
害

に
よ
っ
て
、
我
々
の
脳
裏
に
凄
ま
じ
い
記

憶
が
切
り
刻
ま
れ
る
年
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
と
関
係

者
の
皆
様
に
は
心
か
ら
の
お
見
舞
い
と
お

悔
や
み
を
申
し
上
げ
、
併
せ
て
一
日
も
早

い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た

原
発
の
事
故
に
よ
る
不
安
は
ず
っ
と
消
え

な
い
ま
ま
年
を
越
し
ま
す
が
、
残
念
な
が

ら
こ
れ
ら
に
よ
る
余
波
は
当
分
収
ま
る
こ

と
が
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

震
災
直
後
の
混
乱
は
日
常
生
活
に
は
も

ち
ろ
ん
、
音
楽
を
取
り
巻
く
世
界
に
も
大

き
な
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。
演
奏
会
の
中

止
、
変
更
の
数
は
知
れ
ず
、
外
国
か
ら
の

公
演
中
止
も
相
次
ぎ
ま
し
た
。
ほ
ん
の
一

例
で
す
が
、
川
崎
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

内
の
無
残
な
姿
の
写
真
は
、
も
し
も
こ
れ

が
演
奏
会
の
最
中
で
あ
っ
た
な
ら
ど
ん
な

に
犠
牲
が
大
き
か
っ
た
こ
と
か
、
あ
の
日

に
九
段
会
館
ホ
ー
ル
で
犠
牲
者
が
出
た
こ

と
は
と
て
も
他
人
事
と
は
思
わ
れ
ま
せ

ん
。
近
く
は
１
９
９
５
年
の
阪
神
大
震
災

の
被
害
の
大
き
さ
と
人
々
に
与
え
た
衝
撃

や
、
自
然
災
害
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
戦
後

の
焼
け
野
原
状
態
と
人
々
の
放
心
状
態
す

ら
思
い
起
こ
し
た
ほ
ど
で
す
。
ま
た
日
本

近
海
の
地
殻
変
動
に
つ
い
て
も
歴
史
を
過

去
に
遡
っ
て
検
証
さ
れ
、
我
々
に
も
そ
の

解
説
が
届
け
ら
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
中
で
音
楽
ど
こ
ろ
で
は
な
い
と

い
う
率
直
な
感
情
、
あ
る
い
は
こ
う
い
う

時
だ
か
ら
こ
そ
音
楽
を
通
し
て
で
き
る
こ

と
を
し
よ
う
で
は
な
い
か
と
の
強
い
思
い

が
ど
の
音
楽
家
に
も
去
来
し
た
と
思
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
通
じ
て

多
く
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
し
、
世

界
の
仲
間
か
ら
も
支
援
の
手
、
応
援
の
声

が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
失
わ
れ
た

り
、
損
傷
し
た
楽
器
の
補
填
や
修
理
を
応

援
す
る
動
き
も
各
地
で
起
き
て
い
ま
す
。

９
ヶ
月
経
っ
て
も
劇
的
な
回
復
が
目
に
見

え
る
よ
う
に
は
ま
だ
ま
だ
為
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
目
を
前
に
向
け
て
少
し
ず
つ
歩

き
始
め
て
い
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
方
々
へ

の
思
い
や
り
と
共
に
、
自
身
の
心
の
平
安

へ
の
問
い
か
け
が
強
く
芽
生
え
て
き
ま
し

た
。
人
か
ら
人
へ
、
心
か
ら
心
へ
音
楽
を

通
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
る
。
普
段
何

気
な
く
接
し
て
い
る
そ
の
考
え
を
さ
ら
に

見
つ
め
、
長
期
間
に
亘
る
で
あ
ろ
う
復
活

に
関
わ
っ
て
行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

人
か
ら
人
へ
、心
か
ら
心
へ
音
楽
を
通
し
て

ピ
ア
ニ
ス
ト
・
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
長

　 

植
　
田
　
克
　
己

　
　
　
（
当
財
団
音
楽
分
野
選
考
委
員
）
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当
財
団
は
、
一
九
九
一
年
六

月
の
設
立
以
来
、「
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
分
野
に
お
け
る
若
手
音
楽

家
の
人
材
育
成
」
を
目
的
と
し

て
海
外
音
楽
研
修
や
海
外
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
参
加
の
た
め
の
費

用
の
助
成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

過
去
21
年
間
の
助
成
対
象
者
数

は
、
合
計
１
５
０
名
で
す
。

　

二
〇
一
二
年
度
は
、「
海
外
音

楽
研
修
生
費
用
」
の
助
成
希
望

者
を
公
募
い
た
し
ま
す
の
で
、

助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
主
な

音
楽
大
学
や
音
楽
指
導
者
宛
に

送
付
し
た
「
申
込
要
領
」
を
ご
覧

い
た
だ
き
、
４
月
20
日
（
金
）
ま

で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

助
成
の
趣
旨
等

１
．
助
成
の
趣
旨

　

わ
が
国
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

文
化
の
向
上
の
た
め
、
国
際
的

音
楽
家
を
目
指
し
て
研
鑚
中
の

若
手
音
楽
家
に
対
し
、
海
外
、
特

に
欧
米
へ
の
留
学
に
必
要
な
費

用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

２
．
助
成
対
象

　

海
外
の
教
育
機
関
等
に
留
学

し
、
技
術
を
練
磨
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
実
体
験
を
通
じ
て
さ

ら
に
研
鑚
を
深
め
る
こ
と
を
志

す
方
。（
対
象
と
す
る
専
門
分
野

は
、
声
楽
・
器
楽
）

・
原
則
と
し
て
音
楽
大
学
卒
業

（
予
定
）
者
お
よ
び
大
学
院
在

籍
者
・
修
了
（
予
定
）
者

・
声
楽
は
一
九
七
九
年
九
月
一

日
以
降
、
器
楽
は
一
九
八
四

年
九
月
一
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
。

・
海
外
留
学
に
つ
い
て
の
計
画

と
目
標
が
明
確
で
あ
る
方

・
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
三

年
十
二
月
末
ま
で
に
入
学
が

可
能
な
方

・
研
修
目
標
の
達
成
に
必
要
な

語
学
力
を
有
す
る
方

※
既
に
海
外
に
留
学
中
の
方
も

対
象
に
な
り
ま
す

３
．
助
成
対
象
人
員

・
４
名
程
度

４
．
助
成
金
額

・
年
額
２
０
０
万
円

・
助
成
期
間
は
原
則
２
年

申
込
手
続
書
類
等

１
．
申
込
書

・
所
定
用
紙
に
よ
る
。

２
．
推
薦
書
（
２
通
）

・
２
名
の
方
の
推
薦
が
必
要
。

・
推
薦
書
に
は
、
次
の
項
目
を

必
ず
記
入
の
こ
と
。
①
あ
て

先
（
当
財
団
名
）
②
被
推
薦
者

（
応
募
者
）
の
氏
名
、
③
推
薦

理
由
、
④
作
成
日
（
３
ヶ
月
以

内
）、
⑤
推
薦
者
本
人
の
署

名
。

３
．
録
音
資
料
お
よ
び
録
音
証
明
書

⑴
録
音
資
料

・
録
音
時
間
10
分
間
程
度
の	

Ｍ
Ｄ
（
Ｈ
ｉ-

Ｍ
Ｄ
は
除
く
）

を
提
出
の
こ
と
。

・
最
近
半
年
以
内
に
録
音
さ
れ

た
演
奏
で
あ
る
こ
と
。

・
応
募
者
本
人
の
演
奏
が
明
確

に
聴
き
取
れ
る
録
音
状
態
で

あ
る
こ
と
。（
同
一
楽
器
に
よ

る
二
重
奏
等
、
個
々
の
演
奏

者
を
識
別
し
に
く
い
録
音
は

審
査
の
対
象
外
）

・
Ｍ
Ｄ
は
録
音
し
た
曲
目
の
楽

曲
構
造
に
応
じ
て
、
デ
ィ
ス

ク
に
分
割
点
を
マ
ー
ク
（
ク

リ
ッ
ク
）
し
経
過
時
間
を
記

入
願
い
ま
す
。

⑵
録
音
証
明
書

・
応
募
者
本
人
の
演
奏
で
あ
る

こ
と
を
、
伴
奏
者
（
個
人
ま
た

は
団
体
）、
演
奏
会
主
催
者
、

録
音
ス
タ
ジ
オ
や
録
音
エ
ン

ジ
ニ
ア
等
の
録
音
に
立
会
っ

た
関
係
者
が
書
面
に
よ
り
証

明
の
こ
と
。

・
証
明
書
に
は
、
次
の
項
目
を

必
ず
記
入
の
こ
と
。
①
演
奏

者
氏
名
、
②
録
音
日
時
、
③
録

音
場
所
、
④
曲
目
、
⑤
証
明
者

の
住
所
と
電
話
番
号
、
⑥
証

明
書
作
成
日
、
⑦
証
明
者
本

人
の
署
名
。

日　
　

程

１
．
申
込
期
限

・
４
月
20
日
（
金
）
必
着
（
申
込

書
類
は
簡
易
書
留
便
に
よ
る

郵
送
を
原
則
と
し
ま
す
）

２
．
選
考
日
程

・
第
一
次
選
考
（
書
類
・
録
音

資
料
審
査
）
は
５
月
上
旬

・
第
二
次
選
考
（
第
一
次
選
考

通
過
者
に
対
す
る
実
技
お
よ

び
面
接
）
は
５
月
27
日
（
日
）

　
【
開
催
地　

東
京
・
新
宿
】

３
．
結
果
発
表

・
６
月
上
旬

選　

考　

方　

法

　

当
財
団
の
選
考
委
員
会
で
厳

正
に
審
査
の
上
、
助
成
候
補
者

を
選
出
し
、
そ
の
後
、
理
事
会
の

承
認
を
経
て
助
成
対
象
者
が
決

定
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、「
申
込
要

領
」
ま
た
は
当
財
団
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

（w
w
w
.m
eijiyasuda-qol-

bunka.or.jp

）
を
ご
参
照
下
さ

い
。

　

 
「
海
外
音
楽
研
修
生
費
用
助
成
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
二
年
度
申
込
受
付
を
開
始
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「
日
本
人
の
歌
い
手
と
し
て
」

（
09
年
助
成
・
声
楽
）

盛
田
　

麻
央

（
留
学
先
・
パ
リ
国
立
高
等
音
楽
院
）

　

昨
年
９
月
末
。
２
年
間
の
フ

ラ
ン
ス
留
学
生
活
に
終
止
符
を

打
ち
帰
国
。
今
振
り
返
っ
て
見

る
と
、
な
ん
と
い
う
早
さ
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
と
驚
き
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
は
、
ド
イ
ツ
や
イ

タ
リ
ア
に
比
べ
る
と
声
楽
で
留

学
を
し
て
き
て
い
る
学
生
は
少

な
く
、
パ
リ
に
住
ん
で
い
れ
ば
、

大
体
パ
リ
在
住
日
本
人
歌
手
の

名
前
は
ど
こ
か
ら
か
耳
に
入
っ

て
き
ま
す
。
し
か
し
私
の
通
っ

た
学
校
に
は
、
ピ
ア
ノ
や
楽
器

の
日
本
人
生
徒
は
と
て
も
多
く
、

世
界
中
か
ら
も
生
徒
が
沢
山
い

て
、
す
ご
く
オ
ー
プ
ン
で
し
た
。

　

そ
ん
な
学
校
生
活
で
一
番
苦

労
し
た
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て

も
教
職
。
大
学
院
の
課
程
で
は

教
職
の
単
位
が
必
修
で
す
。
日

本
の
大
学
で
も
正
直
か
な
り
苦

労
し
た
講
義
や
課
題
を
、
フ
ラ

ン
ス
語
で
理
解
す
る
の
は
日
常

生
活
も
ま
ま
な
ら
な
い
私
に
は

到
底
無
理
な
話
で
し
た
。
聴
覚

が
こ
う
な
っ
て
あ
ー
な
っ
て
＊

＠
％
＞
・
・
・
。
年
度
末
に
は
レ

ポ
ー
ト
提
出
‼
そ
し
て
教
育
実

習
‼
や
は
り
国
は
違
え
ど
や
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
一

緒
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。（
笑
）

　

で
も
そ
ん
な
中
で
も
、
歌
う

機
会
も
沢
山
や
っ
て
き
ま
す
。

レ
ッ
ス
ン
や
授
業
で
歌
う
は
も

ち
ろ
ん
、
学
内
や
学
外
の
声
楽

マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
や
室
内
楽
な

ど
、
実
に
様
々
な
行
事
が
常
に

待
ち
う
け
て
い
て
、
パ
リ
に
い

て
人
に
歌
を
聴
い
て
も
ら
わ
な

か
っ
た
日
は
、
数
え
る
日
ぐ
ら

い
し
か
な
か
っ
た
と
。
歌
の
ク

ラ
ス
は
、
ア
ジ
ア
人
は
私
一
人

で
最
初
は
不
安
で
し
た
が
ク
ラ

ス
の
皆
も
温
か
く
、
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
と
て
も
丁

寧
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
常
に
日
本
人
と
し
て
の

体
格
の
違
い
、
発
語
の
違
い
に

苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
幸

せ
で
も
あ
り
、
苦
し
く
も
あ
る

環
境
の
中
で
一
般
の
お
客
様
を

含
め
、
と
に
か
く
沢
山
の
方
々

に
毎
日
自
分
の
歌
に
意
見
を
い

た
だ
け
た
こ
と
は
、
留
学
生
活

の
中
で
一
番
大
き
な
成
果
だ
っ

た
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

文
化
に
直
に
触
れ
、
住
む
人

た
ち
の
心
情
を
知
り
、
同
じ
留

学
生
た
ち
と
思
い
を
語
り
合
い

得
た
も
の
は
、
し
っ
か
り
と
世

界
に
通
用
す
る
ん
だ
！
と
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
２
年

終
え
る
直
前
の
修
了
試
験
の
頃

で
し
た
。
修
了
試
験
で
は
自
分

で
テ
ー
マ
を
決
め
、
選
曲
、
演

出
、
す
べ
て
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
し
ま
す
。
私
は
、
ど
う
し
て
も

日
本
の
四
季
の
美
し
さ
を
表
現

し
た
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
四
季

の
歌
を
と
り
い
れ
、
曲
の
年
代

も
バ
ラ
バ
ラ
、
学
内
の
作
曲
の

友
達
に
「
い
ろ
は
う
た
」
の
歌
詞

を
使
い
作
曲
を
お
願
い
し
、
さ

ら
に
曲
間
に
季
節
の
「
俳
句
」
を

読
み
な
が
ら
50
分
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
構
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
挑
戦
は
、
日
本
に
い
た

頃
の
私
に
は
す
べ
て
の
面
に
お

い
て
や
り
き
れ
な
か
っ
た
事
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
の
演
奏
で
満

場
一
致
の
ト
レ
ビ
ア
ン
を
い
た

だ
け
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
、

日
本
人
の
歌
い
手
と
し
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
学
ん
だ
一
つ
の
大
き

な
自
信
に
つ
な
が
り
、
奨
学
金

を
い
た
だ
き
こ
の
２
年
間
の
留

学
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
に
今
、
心
か
ら
感
謝
と
喜

び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

「
ド
イ
ツ
の
母
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
」

（
09
年
助
成
・
声
楽
）

重
島
　

清
香

（
留
学
先
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
音
楽
大
学
）

　

日
本
で
師
事
し
て
い
た
先
生

の
勧
め
で
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
音

楽
大
学
を
受
験
す
る
こ
と
と

な
っ
た
四
年
前
の
こ
と
。
初
め

て
の
海
外
生
活
を
過
ご
す
こ
と

と
な
っ
た
こ
こ
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク

は
、
森
と
清
流
に
恵
ま
れ
た
ま

る
で
メ
ル
ヘ
ン
に
出
て
く
る
よ

う
な
素
敵
な
街
で
す
。
こ
こ
で

私
は
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
と
い
う

女
性
に
出
会
い
ま
す
。
彼
女
は

先
生
の
元
同
僚
で
、
劇
場
の
合

唱
団
歌
手
で
あ
り
な
が
ら
も
、

自
宅
に
ア
ト
リ
エ
を
構
え
、
絵

を
描
き
、
ま
た
本
も
執
筆
す
る

な
ど
、
多
趣
味
な
ド
イ
ツ
人
で

す
。

　

当
初
私
は
ド
イ
ツ
語
が
全
く

話
せ
ず
、
孤
独
で
心
細
い
毎
日

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
彼

女
は
私
を
暖
か
く
迎
え
て
く
れ
、

毎
日
食
事
を
共
に
し
、
ま
た
一

緒
に
料
理
も
し
ま
し
た
。
ケ
ー

ゼ
シ
ュ
ペ
ッ
ツ
レ
は
彼
女
の
得

意
料
理
で
、
作
り
方
を
細
か
く

教
わ
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
食

べ
物
や
調
味
料
の
単
語
を
先
に

覚
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
語

学
学
校
で
学
ぶ
よ
り
も
実
生
活

か
ら
よ
り
ド
イ
ツ
語
を
習
得
し
、

会
話
が
早
く
上
達
す
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　

毎
週
日
曜
日
に
は
彼
女
と
街

の
大
聖
堂
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
へ
出

向
き
、
賛
美
歌
を
歌
う
こ
と
が

楽
し
み
で
し
た
。
静
粛
な
中
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
が
響
く
光
景
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
居
る
こ
と
を
実

感
し
、
心
を
落
ち
着
か
せ
る
最

高
の
場
所
で
し
た
。

　

音
楽
を
勉
強
す
る
こ
と
は
勿

論
の
こ
と
、
彼
女
の
元
で
生
活

し
た
時
間
は
か
け
が
え
の
な
い

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で

地
元
の
音
楽
家
や
彼
女
の
友
人

達
と
交
流
で
き
た
こ
と
は
、
私

が
ド
イ
ツ
で
生
活
を
始
め
る
良

い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

ド
イ
ツ
で
生
活
を
し
て
い
く

上
で
、
彼
女
か
ら
大
切
な
事
を

教
わ
り
ま
し
た
。
分
か
ら
な
い

こ
と
を
そ
の
ま
ま
に
す
る
の
で

は
な
く
、
何
か
言
葉
を
発
す
る

と
必
ず
人
は
助
け
て
く
れ
る
、

そ
の
た
め
に
常
に
笑
顔
を
絶
や

さ
な
い
。
彼
女
自
身
は
ま
さ
に

こ
の
言
葉
通
り
の
人
で
あ
り
、

万
人
に
愛
さ
れ
る
存
在
で
す
。

私
は
こ
の
言
葉
を
常
に
頭
に
置

き
、
そ
れ
か
ら
の
充
実
し
た
留

学
期
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
音

楽
大
学
へ
の
入
学
は
叶
わ
ず
、

街
を
離
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で

す
が
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
と
は

頻
繁
に
連
絡
を
取
り
合
い
、

困
っ
た
と
き
に
は
相
談
に
の
っ

海
外
音
楽
研
修
生
レ
ポ
ー
ト
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て
く
れ
ま
す
。
休
み
に
は
彼
女

を
再
び
訪
れ
、
夏
に
は
水
泳
や

ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
出
か
け
、
ク
リ

ス
マ
ス
に
は
ク
ッ
キ
ー
を
焼
き
、

共
に
祝
い
、
ご
馳
走
を
食
べ
ま

す
。
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
は
私
の

ド
イ
ツ
の
母
で
す
。

「
全
て
が
ラ
ッ
キ
ー
だ
と
信
じ
て
」

（
09
年
助
成
・
ピ
ア
ノ
）

松
本
　

伸
章

（
留
学
先
・
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
音
楽
大
学
）

　

僕
の
ド
イ
ツ
で
の
生
活
は
、

最
初
か
ら
か
な
り
大
変
な
状
況

に
あ
り
ま
し
た
。

　

入
試
に
合
格
し
た
学
生
は
現

地
で
部
屋
を
決
め
て
か
ら
帰
る

事
を
知
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
諸
手

続
き
の
た
め
一
時
帰
国
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
い
ざ
出
発
！
と

い
う
時
に
な
っ
て
「
あ
、
部

屋
・
・
・
」
と
思
い
出
し
、
慌
て

て
部
屋
探
し
を
始
め
ま
し
た
。

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
で
は
、
人
口
に

対
し
建
物
数
が
少
な
く
、
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
次
い

で
、
ド
イ
ツ
で
三
番
目
に
部
屋

探
し
が
困
難
な
街
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

学
生
寮
は
山
の
よ
う
に
あ
る

の
で
す
が
、
競
争
倍
率
が
異
常

に
高
く
、
日
本
出
発
前
に
二
十

件
程
申
込
み
ま
し
た
が
、
全
て

ダ
メ
で
し
た
。「
行
く
し
か
な

い
！
」
と
意
を
決
し
て
渡
独
、
す

る
と
あ
る
方
の
情
報
で
ト
ン
ト

ン
拍
子
で
初
日
に
部
屋
が
決
ま

り
、
師
匠
も
「
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
で

一
日
で
部
屋
が
決
ま
る
な
ん
て
」

と
驚
愕
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
入

学
後
に
色
々
な
学
生
と
当
地
の

家
事
情
を
話
し
て
い
く
う
ち
に
、

ど
れ
だ
け
自
分
の
（
悪
）
運
が
強

か
っ
た
の
か
に
気
付
く
羽
目
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
す
ぐ
に
語
学
学
校

に
入
学
し
、
３
週
間
経
ち
、
何
と

校
長
が
学
費
を
持
ち
逃
げ
し
た

た
め
、
倒
産
し
て
し
ま
う
と
い

う
ド
ラ
マ
の
様
な
出
来
事
が
起

こ
り
ま
し
た
。
不
幸
中
の
幸
い

で
１
週
間
ず
つ
学
費
を
払
う

コ
ー
ス
を
選
択
し
て
い
た
た
め
、

被
害
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
中
に
は
三
カ
月
や
半
年
分

支
払
っ
て
い
た
子
も
沢
山
い
て
、

異
国
か
ら
来
た
境
遇
は
同
じ
で

す
か
ら
、
何
と
も
言
え
な
い
辛

い
気
持
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

語
学
学
校
に
通
え
な
く
な
っ

て
か
ら
は
、
気
休
め
に
持
参
し

た
参
考
書
が
大
活
躍
で
す
。
最

初
の
う
ち
は
三
冊
の
参
考
書
を

繰
り
返
し
勉
強
し
ま
し
た
。
ま

た
、
音
大
で
は
レ
ッ
ス
ン
が
週

二
回
、
ク
ラ
ス
の
勉
強
会
が
週

一
回
あ
り
ま
し
た
の
で
、
予
め

こ
れ
を
話
し
た
い
！
と
い
う
事

を
決
め
、
日
本
語
で
考
え
、
そ
れ

を
ド
イ
ツ
語
に
書
き
起
し
、
暗

記
し
、
レ
ッ
ス
ン
前
に
話

す
・
・
・
と
い
う
作
業
を
繰
り
返

し
ま
し
た
。

　

日
本
人
に
は
話
す=

間
違
え

て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
感
覚

が
あ
り
ま
す
が
、
欧
米
人
は
取

り
敢
え
ず
口
に
出
し
て
み
る
、

例
え
間
違
っ
て
い
た
と
し
て
も

自
ら
何
か
を
発
信
し
ま
す
。
少

し
ず
つ
生
活
に
慣
れ
て
き
た
頃
、

元
々
の
字
体
の
違
い
は
あ
れ
ど
、

そ
れ
が
日
本
人
と
欧
米
人
と
の

語
学
習
得
ス
ピ
ー
ド
の
違
い
で

は
な
い
か
と
感
じ
始
め
ま
し
た
。

僕
は
急
に
ふ
と
、「
せ
っ
か
く
口

が
あ
る
の
だ
か
ら
ど
ん
ど
ん
喋

ら
な
い
と
勿
体
な
い
！
」
と
変

な
勿
体
な
い
根
性
に
駆
ら
れ
、

そ
の
日
を
境
に
線
が
吹
っ
切
れ

た
よ
う
に
何
か
を
発
信
し
続
け

ま
し
た
。
控
え
目
な
日
本
人
は
、

「
ド
イ
ツ
語
が
話
せ
ま
す
か
？
」

と
聞
か
れ
る
と
「Ja, aber ein 

bisschen

（
は
い
、
で
も
少
し
）」

と
答
え
る
人
が
結
構
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
外
国
人
は
そ
ん
な
事

は
あ
り
ま
せ
ん
！
僕
の
周
り
に

い
た
外
国
人
は
、
ど
ん
な
に
拙

く
て
間
違
っ
て
い
よ
う
と
お
構

い
な
し
に
、
満
面
の
笑
み
で

「Ja!!

（
は
い
）」
と
答
え
ま
す
。

「
話
す
」
と
い
う
意
味
の
ベ
ク
ト

ル
が
、
日
本
人
と
は
少
し
違
う

方
向
に
向
い
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
部
分
で
よ
り
広
く
深
い

意
味
な
の
か
も
知
れ
な
い
と
感

じ
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分

も
間
違
い
に
恐
れ
な
く
な
っ
た

の
か
な
、
と
。

　

語
学
と
の
そ
ん
な
戦
い
の
繰

り
返
し
で
あ
っ
と
い
う
間
に
月

日
は
過
ぎ
て
、
完
全
帰
国
間
際

は
と
て
つ
も
な
い
帰
国
ブ
ル
ー

に
襲
わ
れ
て
い
た
僕
は
、
お
世

話
に
な
っ
た
ド
イ
ツ
人
か
ら

「
君
の
ド
イ
ツ
語
は
よ
く
変
に
な

る
け
れ
ど
、
ス
ト
レ
ー
ト
で
と

て
も
い
い
よ
！
」
と
褒
め
て
貰

い
ま
し
た
。
お
世
辞
で
も
嬉
し

い
も
の
の
「
で
も
全
然
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
じ
ゃ
な
い
し
、
判
ら

な
い
単
語
だ
っ
て
沢
山
あ
る
」

と
言
う
と
、「
ど
う
し
て
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
に
す
る
必
要
が
あ

る
？
僕
た
ち
で
す
ら
若
い
子
た

ち
が
話
す
ド
イ
ツ
語
は
さ
っ
ぱ

り
判
ら
な
い
こ
と
が
沢
山
あ
る
。

彼
ら
よ
り
君
た
ち
外
国
人
が
話

す
ド
イ
ツ
語
の
方
が
よ
っ
ぽ
ど

判
り
易
い
。」
と
言
わ
れ
、「
そ
う

だ
、
チ
ョ
ベ
リ
バ
と
か
チ
ョ
ベ

リ
グ
と
い
う
類
の
言
葉
が
、
知

ら
な
い
だ
け
で
ド
イ
ツ
語
に
も

あ
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
思
い
、

そ
の
言
葉
に
優
し
く
包
ま
れ
、

心
が
自
然
に
穏
や
か
に
な
る
の

を
感
じ
た
も
の
で
す
。

　

い
つ
も
そ
の
よ
う
に
親
切
な

人
達
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
あ
ま

り
取
り
乱
す
事
も
な
く
落
ち
着

い
て
勉
強
が
出
来
た
留
学
生
活
、

僕
は
本
当
に
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た

だ
け
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
最
初

の
部
屋
探
し
に
始
ま
り
、
財
団

か
ら
助
成
し
て
頂
け
た
事
、
そ

し
て
勿
体
な
い
根
性
か
ら
た
だ

た
だ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
、
そ
こ
か
ら
ま
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
地
で
多
く
の
演
奏
機

会
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
人
達
と

出
会
い
、
美
味
し
い
物
と
美
味

し
い
お
酒
に
出
会
い
、
知
ら
な

か
っ
た
新
し
い
世
界
を
見
ら
れ

た
事
、
無
事
に
日
本
に
帰
国
出

来
た
事
。
帰
国
し
て
半
年
以
上

経
っ
て
も
ま
だ
全
て
が
新
鮮
過

ぎ
て
、
思
い
出
と
い
う
域
に
達

し
て
い
な
い
の
が
事
実
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
ド
イ
ツ
で
の

記
憶
が
い
つ
ま
で
も
色
褪
せ
な

い
よ
う
に
、
今
後
の
日
本
で
の

生
活
も
自
分
を
取
り
巻
く
全
て

が
ラ
ッ
キ
ー
だ
と
信
じ
て
、
そ

し
て
焦
ら
ず
に
等
身
大
の
自
分

と
向
き
合
い
、
全
て
の
モ
ノ
に

感
謝
し
な
が
ら
生
き
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の

活
動
と
し
て
は
、
故
郷
の
宮
崎

で
の
ソ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
や
、
地

域
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
の
予
定
が

あ
り
、
こ
ち
ら
の
方
も
自
分
ら

し
く
演
奏
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

「
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
、
自
信
を

持
つ
事
」

（
09
年
助
成
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

三
浦
　

文
彰

（
留
学
先
・

ウ
ィ
ー
ン
コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ト
リ
ウ
ム

私
立
音
楽
大
学
）

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ウ
ィ
ー
ン
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で
の
留
学
生
活
が
始
ま
っ
て
か

ら
２
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

僕
は
２
０
０
９
年
の
９
月
か

ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
生
活
を
始

め
ま
し
た
が
、
そ
の
１
ヶ
月
後

の
10
月
に
は
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
国

際
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
し
、
演

奏
活
動
の
場
が
広
が
り
、
沢
山

の
人
々
と
の
出
会
い
が
あ
り
、

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
と
て
も
充

実
し
た
２
年
間
で
し
た
。

　

日
本
で
は
僕
は
家
事
を
全
く

し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、

勝
手
の
違
っ
た
ウ
ィ
ー
ン
で
の

生
活
は
戸
惑
い
の
連
続
で
し
た
。

こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
街
に
住
め

る
の
か
！
と
い
う
気
持
ち
と
同

時
に
、
不
安
も
同
じ
く
ら
い
大

き
か
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
僕

は
一
人
で
い
る
事
が
嫌
い
な
の

で
、
外
に
出
て
沢
山
の
外
国
人

の
友
達
を
作
り
ま
し
た
。
み
ん

な
一
人
ひ
と
り
が
強
い
個
性
を

も
っ
て
い
る
、
と
思
っ
た
の
が

最
初
の
印
象
で
慣
れ
も
必
要
で

し
た
が
面
白
く
思
い
ま
し
た
。

　

一
つ
信
じ
ら
れ
な
い
事
件
も

起
き
ま
し
た
。
２
０
１
０
年
２

月
、
僕
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
エ
イ

ラ
ー
ト
と
い
う
と
こ
ろ
で
の
音

楽
祭
に
行
く
事
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
へ

飛
ぶ
前
日
の
夜
、
僕
は
コ
ー
ト

の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
い
た
財

布
を
盗
ま
れ
ま
し
た
。
財
布
に

は
パ
ス
ポ
ー
ト
も
一
緒
に
入
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
も
う
ど

う
し
よ
う
も
な
い
と
一
人
で
パ

ニ
ッ
ク
に
な
り
、
と
り
あ
え
ず

警
察
に
被
害
届
を
出
し
に
行
き

ま
し
た
。
出
発
を
あ
き
ら
め
て

い
た
朝
に
日
本
大
使
館
に
一
応

は
き
い
て
み
よ
う
と
行
っ
て
み

る
と
、
オ
フ
ィ
ス
の
電
話
が
鳴

り
、
奇
跡
的
に
僕
の
財
布
が
見

つ
か
っ
た
と
の
連
絡
が
来
た
の

で
す
。
そ
こ
に
は
パ
ス
ポ
ー
ト

も
し
っ
か
り
入
っ
て
い
た
の
で

す
！
現
金
と
カ
ー
ド
は
な
く

な
っ
て
い
た
も
の
の
、
こ
れ
は

ま
さ
し
く
奇
跡
だ
と
思
い
ま
し

た
。
無
事
に
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
出

発
で
き
た
の
で
し
た
。

　

素
晴
ら
し
い
出
会
い
も
い
く

つ
か
あ
り
ま
し
た
。

　

今
で
は
弟
の
よ
う
に
か
わ
い

が
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
ジ
ュ
リ

ア
ン
・
ラ
ク
リ
ン
は
僕
の
ヒ
ー

ロ
ー
で
あ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
、
小
さ
い
頃
か
ら
共
演
す
る

の
が
憧
れ
で
あ
っ
た
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
イ
タ
マ
ー
ル
・
ゴ
ラ
ン
、

現
代
の
巨
匠
チ
ェ
リ
ス
ト
の

ミ
ッ
シ
ャ
・
マ
イ
ス
キ
ー
。そ
ん

な
素
晴
ら
し
い
音
楽
家
の
方
々

と
音
楽
を
す
る
の
だ
け
で
は
な

く
、
日
常
的
な
時
間
を
共
に
す

る
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。
今
の

僕
は
沢
山
の
人
々
に
影
響
さ
れ

て
、
常
に
刺
激
的
な
時
間
を
す

ご
せ
て
い
る
の
を
実
感
し
、
出

会
い
に
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

　

や
は
り
海
外
で
は
、
い
か
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま

く
と
れ
る
か
と
い
う
事
が
何
よ

り
も
大
事
な
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
し
た
。
様
々
な
国
の

人
々
と
接
し
て
い
る
う
ち
に
、

日
本
人
は
良
い
と
こ
ろ
が
沢
山

あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
日
本
人

は
恥
ず
か
し
が
り
や
で
静
か
な

イ
メ
ー
ジ
が
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま

す
が
、
外
国
人
に
も
日
本
人
に

対
す
る
尊
敬
が
あ
る
と
い
う
事

を
感
じ
る
こ
と
も
沢
山
あ
り
ま

し
た
。
日
本
人
ら
し
さ
を
活
か

し
な
が
ら
、
自
分
を
閉
じ
ず
に

オ
ー
プ
ン
な
生
活
を
し
て
い
く

事
に
よ
っ
て
有
意
義
な
留
学
生

活
が
過
ご
せ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

「
３
回
目
の
パ
リ
の
冬
を
迎
え
て
」

（
09
年
助
成
・
フ
ル
ー
ト
）

上
野
　

星
矢

（
留
学
先
・
パ
リ
国
立
高
等
音
楽
院
）

　

フ
ラ
ン
ス
へ
住
み
始
め
て
か

ら
早
２
年
が
経
ち
、
パ
リ
で
３

回
目
の
冬
を
迎
え
ま
し
た
。
暖

か
い
ワ
イ
ン
が
お
い
し
い
季
節

で
す
。

　

毎
日
学
校
で
先
生
や
仲
間
と

過
ご
す
時
間
は
本
当
に
心
地
良

く
、
そ
し
て
刺
激
と
ス
リ
ル
に

溢
れ
て
い
て
、
何
だ
か
冒
険
で

も
し
て
い
る
よ
う
な
気
分
で
す
。

　

さ
ら
に
昨
年
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
を
沢
山

受
け
ま
し
た
の
で
（
ポ
ー
ラ
ン

ド
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
）、
本
当
に
行
く
所
行
く

所
で
人
種
も
違
う
、
言
葉
も
通

じ
な
い
、
道
も
分
か
ら
な
い
と

い
う
場
面
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　

で
も
そ
う
い
う
時
に
こ
そ
、

本
当
に
自
分
か
ら
心
を
開
い
て

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
事
が
い
か
に
大
切
か
、
そ

し
て
そ
れ
が
ど
ん
な
に
楽
し
い

事
か
と
い
う
こ
と
に
気
付
き
ま

し
た
。
こ
れ
っ
て
、
音
楽
に
と
っ

て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
ん

で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
こ

れ
か
ら
留
学
さ
れ
る
方
は
是
非
、

も
し
最
初
は
言
葉
が
し
ゃ
べ
れ

な
く
て
も
積
極
的
に
現
地
の
人

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら

良
い
と
思
い
ま
す
！（
僕
は
よ
く

ス
ー
パ
ー
や
本
屋
さ
ん
で
、
店

員
さ
ん
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
え

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
笑
）

　

そ
し
て
是
非
、
現
地
で
友
人

を
沢
山
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。
こ
ち
ら
か
ら
話
し
か
け

て
と
い
う
の
は
結
構
勇
気
の
い

る
こ
と
で
す
が
、
意
外
に
向
う

側
も
、
こ
ち
ら
か
ら
話
し
か
け

る
の
を
待
っ
て
い
た
り
す
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
！

日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
明
治
安
田
賞
受
賞
者（
作
曲
部
門
）

　

日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
曲
部
門

は
、
現
在
活
躍
中
の
作
曲
家
の
方
々
が

デ
ビ
ュ
ー
の
足
掛
か
り
と
し
て
き
た
重

要
な
部
門
で
す
が
、
当
財
団
は
若
手
作

曲
家
の
励
み
と
な
る
よ
う
財
団
発
足
の

91
年
度
か
ら
同
部
門
の
最
優
秀
者
に
対

し
「
明
治
安
田
賞
」（
賞
金
50
万
円
）
を

寄
託
し
、
こ
れ
ま
で
に
次
の
方
々
が
受

賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

91
年
度
（
第
60
回
）
山
洞　
　

智

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
佐
治　

直

92
年
度
（
第
61
回
）
藤
満　
　

健

93
年
度
（
第
62
回
）
原
田　

敬
子

94
年
度
（
第
63
回
）
伊
佐
治　

直

95
年
度
（
第
64
回
）
望
月　
　

京

96
年
度
（
第
65
回
）
若
林　

千
春

97
年
度
（
第
66
回
）
な
か
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
か
ね

98
年
度
（
第
67
回
）
大
場　

陽
子

99
年
度
（
第
68
回
）
三
浦　

則
子

00
年
度
（
第
69
回
）
小
野　

貴
史

01
年
度
（
第
70
回
）
名
倉　

明
子

02
年
度
（
第
71
回
）
朴　
　

銀
荷

03
年
度
（
第
72
回
）
中
村　
　

寛

04
年
度
（
第
73
回
）
宮
沢　

一
人

05
年
度
（
第
74
回
）
横
島　
　

浩

　
　
　
　
　
　
　
　

篠
田　

昌
伸

06
年
度
（
第
75
回
）
山
根
明
季
子

07
年
度
（
第
76
回
）
稲
森
安
太
己

08
年
度
（
第
77
回
）
江
原　
　

修

09
年
度
（
第
78
回
）
中
辻
小
百
合

10
年
度
（
第
79
回
）
三
宅　

悠
太

11
年
度
（
第
80
回
）
魚
路　

恭
子
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助
成
対
象
者
の
皆
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
お
便
り
を
助
成
年

度
、
専
攻
部
門
の
順
に
掲
載
し

ま
し
た
。

１
９
９
１
年
度
助
成

鈴
木
　

優
子

（
打
楽
器
・
メ
ー
ア
ブ
ッ
シ
ュ
在
）

　

昨
年
９
月
に
、
ド
イ
ツ
・
ケ

ル
ン
市
立
劇
場
の
新
作
演
劇
の

初
演
に
参
加
し
ま
し
た
。
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
と
い

う
設
定
で
、
役
者
が
楽
器
を
演

奏
し
、
演
奏
家
も
演
技
を
す
る

舞
台
で
す
。

　

好
評
を
博
し
て
、
今
後
も
毎

月
４
、５
回
の
公
演
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
４
月
に
ケ
ル
ン
の
オ

ペ
ラ
劇
場
の
企
画
で
、
子
ど
も

向
け
の
オ
ペ
ラ
の
演
奏
を
担
当

し
ま
す
。

１
９
９
3
年
度
助
成

横
田
　

み
ぎ
わ

（
声
楽
）

　

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
に
「
歌

声
の
響
き
」
を
教
え
る
と
言
う

こ
と
。「
必
ず
こ
こ
ま
で
は
習
得

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い

う
ラ
イ
ン
を
、
こ
れ
ま
で
超
え

ら
れ
ず
に
い
ま
し
た
。
昨
年
、
初

め
て
こ
れ
を
超
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
１
０
０
人
ほ
ど
の

子
ど
も
た
ち
の
、
高
音
か
ら
低

音
ま
で
の
美
し
い
響
き
を
保
っ

た
歌
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

教
師
と
し
て
の
成
長
を
感
じ

て
い
ま
す
。

１
９
９
4
年
度
助
成

樋
口
　

あ
ゆ
子

（
ピ
ア
ノ
）

　

昨
年
の
私
の
音
楽
活
動
は
、

コ
ン
サ
ー
ト
年
間
50
回
、
７
月

よ
り
ラ
ジ
オ
Ｆ
Ｍ
横
浜
「
毎
・

土
18
：
30
～
45
ピ
ア
ノ
ワ
イ
ナ

リ
ー
響
き
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
司

会
レ
ギ
ュ
ラ
ー
開
始
、
８
月
新

譜
Ｃ
Ｄ
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
Ｄ
Ｅ

Ｎ
O
N
「
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
、
ガ
ー

シ
ュ
イ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
民
謡
（
世

界
初
録
音
）」
を
リ
リ
ー
ス
し
ま

し
た
。

　

今
年
も
引
き
続
き
、
以
上
の

活
動
を
続
け
て
行
き
ま
す
。

　

２
０
０
４
年
か
ら
開
始
し
た

ベ
ト
ナ
ム
で
の
音
楽
家
活
動
も

早
７
年
半
に
入
り
、
日
越
両
政

府
の
方
々
よ
り
支
援
・
後
援
を

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
道

に
続
け
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
、
世
界
は
益
々
ア
ジ
ア
の
時

代
に
シ
フ
ト
し
て
行
く
と
思
い

ま
す
の
で
、
ア
ジ
ア
の
音
楽
を

志
す
学
生
達
の
た
め
に
も
、
一

音
楽
家
と
し
て
、
貢
献
さ
せ
て

い
た
だ
く
所
存
で
す
。

　

財
団
か
ら
の
留
学
生
の
皆
様

も
、
御
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て

頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
。

<
H
P>
http://hom

epage2.
nifty.com

/ayuko/

マ
リ
ア
・
ア
ヤ
・
ア
シ
ュ
リ
ー

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ボ
ン
在
）

　

手
の
故
障
が
治
っ
て
一
年
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
も
だ
ん
だ
ん

前
と
同
じ
に
弾
け
る
よ
う
に
な

り
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー

プ
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
な
け
れ

ば
、
こ
こ
ま
で
来
れ
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
今
は
前
向
き
に

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
３

月
ご
ろ
か
ら
友
人
と
、
ピ
ア
ノ

ト
リ
オ
の
練
習
に
入
る
予
定
で

す
。
現
在
住
ん
で
い
る
ボ
ン
か

ら
少
し
ず
つ
で
も
、
活
動
の
範

囲
を
広
げ
て
い
け
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。
や
は
り
一
番
幸
せ

な
の
は
、
室
内
楽
を
す
る
時
間

で
す
の
で
。

神
田　

寛
明

（
フ
ル
ー
ト
）

　

か
つ
て
息
子
が
通
っ
て
い
た

幼
稚
園
（
転
居
し
た
の
で
二
カ

所
）
で
年
一
回
開
催
す
る
コ
ン

サ
ー
ト
を
続
け
て
い
ま
す
。
毎

回
ゲ
ス
ト
を
招
い
て
の
室
内
楽

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
昨
年
は
東
京

藝
大
の
学
生
に
木
管
五
重
奏
を

編
成
し
て
も
ら
い
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
か
ら
ア
ニ
メ
主
題
歌
、
幼
稚

園
の
歌
な
ど
演
奏
し
ま
し
た
。

僕
は
司
会
に
専
念
す
る
つ
も
り

で
し
た
が
、
せ
っ
か
く
の
機
会

な
の
で
フ
ル
ー
ト
２
本
の
た
め

の
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
オ
ー
ゾ
作
品
の

伴
奏
を
、
木
管
四
重
奏
に
ア
レ

ン
ジ
し
て
学
生
達
と
一
緒
に
演

奏
し
ま
し
た
。
一
時
間
ほ
ど
の

コ
ン
サ
ー
ト
で
も
、
準
備
は
な

か
な
か
大
変
で
す
。
そ
れ
で
も

子
供
や
父
兄
の
嬉
し
そ
う
な
顔

を
見
る
と
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

や
り
繰
り
し
て
駆
け
つ
け
て
し

ま
い
ま
す
。
も
う
す
ぐ
下
の
息

子
が
幼
稚
園
に
入
る
の
で
、
ま

だ
し
ば
ら
く
続
き
そ
う
で
す
。

　
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
首
席
フ

ル
ー
ト
奏
者
。ア
ジ
ア
・
フ
ル
ー

ト
連
盟
常
任
理
事
）

１
９
９
５
年
度
助
成

大
井　

浩
明

（
ピ
ア
ノ
）

　

昨
年
秋
に
は
、
富
ケ
谷
の
白

寿
ホ
ー
ル
で
、
戦
後
前
衛
ピ
ア

ノ
音
楽
の
連
続
リ
サ
イ
タ
ル
公

演
を
行
い
ま
し
た
。
没
後
10
周

年
の
ク
セ
ナ
キ
ス
に
始
ま
り
、

没
後
５
周
年
の
リ
ゲ
テ
ィ
と

シ
ュ
ッ
ト
ク
ハ
ウ
ゼ
ン
、
い
ま

だ
に
現
役
の
ブ
ー
レ
ー
ズ
、
そ

れ
に
韓
国
の
４
世
代
の
作
曲
家

た
ち
の
全
ピ
ア
ノ
作
品
で
す
。

思
い
返
せ
ば
、
こ
れ
ら
の
レ

パ
ー
ト
リ
ー
を
集
中
的
に
取
り

上
げ
る
の
は
、Q
O
L
財
団
の
海

外
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
助
成
制
度

で
ガ
ウ
デ
ア
ム
ス
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
に
参
加
し
て
以
来
、
実

に
15
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

大
森　

潤
子

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

　

昨
年
５
月
、
札
幌
交
響
楽
団

は
50
周
年
欧
州
ツ
ア
ー
を
敢
行

し
、
独
・
英
・
伊
各
国
の
人
々
か

ら
、
日
本
の
復
興
へ
の
激
励
を

受
け
ま
し
た
。

　

個
人
的
に
は
、
被
災
地
に
伺

う
中
で
、
演
奏
家
で
あ
る
か
ら

こ
そ
で
き
る
事
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
認
識
さ
せ
て
頂
け
、
現

在
、
自
分
が
元
気
に
活
動
さ
せ

て
頂
い
て
い
る
状
況
を
、
改
め

て
有
難
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
オ
ケ
、
札
幌
で
立
ち

上
げ
た
九
重
奏
団
な
ど
室
内
楽

公
演
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
ほ
か
、
復

興
へ
の
思
い
を
常
に
念
頭
に
置

き
活
動
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

シ
ョ
ー
ト
・
メ
ー
ル

（
敬
称
略
）
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玉
井　

菜
採

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

　

昨
年
夏
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

音
楽
祭
出
演
の
あ
と
、
久
し
ぶ

り
に
の
ん
び
り
旅
行
を
し
ま
し

た
。
オ
ラ
ン
ダ
・
ベ
ル
ギ
ー
・
ド

イ
ツ
で
は
留
学
中
に
お
世
話
に

な
っ
た
懐
か
し
い
方
々
や
友
人

に
再
会
で
き
、
改
め
て
充
実
し

た
留
学
生
活
を
送
れ
た
こ
と
に

感
謝
の
念
を
強
く
持
ち
ま
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
の

時
間
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
今
が

あ
り
、
そ
の
源
泉
を
大
事
に
し

な
が
ら
今
年
も
前
へ
進
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

１
９
９
6
年
度
助
成

礒　

絵
里
子

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

　

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
と
い

う
未
曽
有
の
出
来
事
が
あ
り
、

中
止
に
な
る
演
奏
会
も
多
く
、

私
た
ち
音
楽
家
も
色
々
と
考
え

さ
せ
ら
れ
る
一
年
で
し
た
。
音

楽
を
す
る
こ
と
で
、
震
災
に
遭

わ
れ
た
方
々
の
心
を
癒
す
一
助

に
な
る
こ
と
に
思
い
至
り
、
精

力
的
に
東
北
の
病
院
、
小
、
中
学

校
、
ホ
ー
ル
で
演
奏
す
る
機
会

が
持
て
、
明
治
安
田
生
命
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
に
も

出
演
す
る
こ
と
が
で
き
、
改
め

て
音
楽
の
力
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
今
後
の
演
奏

活
動
の
支
え
の
一
つ
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

　

神
谷
未
穂
と
の
デ
ュ
オ
・
プ

リ
マ
の
デ
ビ
ュ
ー
10
周
年
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
、
長
い
ス
パ

ン
で
作
り
上
げ
る
喜
び
を
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
ソ
ロ
活
動
の
他

に
、
ア
ク
ア
ト
リ
ニ
テ
ィ
や
、
そ

の
他
の
室
内
楽
で
の
演
奏
会
も

多
く
あ
り
、
改
め
て
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
の
楽
し
み
を
味
わ
い
ま
し

た
。Ｆ
Ｍ
ヨ
コ
ハ
マ
の
ク
ラ
シ
ッ

ク
番
組
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
も

２
年
目
と
な
り
、
様
々
な
視
点

で
音
楽
界
を
見
た
り
語
っ
た
り

で
き
る
機
会
が
、
と
て
も
よ
い

経
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
新
年
か
ら
東
フ
ィ
ル

等
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
協
奏
曲

の
共
演
が
あ
り
、
ま
た
昨
年
に

引
き
続
き
、Concert for K

ID
S

で
各
地
を
訪
れ
る
予
定
で
す
。

そ
し
て
、
デ
ビ
ュ
ー
10
周
年
を

記
念
し
て
始
ま
っ
た
礒
絵
里
子

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
シ

リ
ー
ズ
の
Ｖ
ｏ
ｌ
．３
が
、
３
月

10
日
に
ヤ
マ
ハ
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
す
！
私
の
今
一
番
興
味

の
あ
る
１
９
２
０
年
代
の
作
品

を
、
大
先
輩
で
あ
る
練
木
繁
夫

さ
ん
と
共
演
で
き
る
こ
と
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

留
学
の
地
で
頑
張
っ
て
い
る

皆
様
、
長
い
人
生
を
音
楽
家
と

し
て
過
ご
す
核
に
な
る
と
こ
ろ

を
真
剣
に
探
し
て
、
有
意
義
な

留
学
生
生
活
を
満
喫
し
て
く
だ

さ
い
。
年
を
重
ね
る
ご
と
に
、
な

ん
と
貴
重
な
時
間
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
と
実
感
し
ま
す
。

　

私
の
演
奏
会
や
活
動
は
下
記

Ｈ
Ｐ
ま
た
は
ブ
ロ
グ
で
新
着
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
公
開
し
て
お
り

ま
す
！

http://w
w
w
.34-net.com

/eriko
http://yaplog.jp/iso-diary/

１
９
９
7
年
度
助
成

山
﨑　

貴
子

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

　

昨
年
４
月
、
男
の
子
を
出
産

し
ま
し
た
。
生
活
の
リ
ズ
ム
も

価
値
観
も
が
ら
り
と
変
わ
り
ま

し
た
が
、
家
族
が
増
え
た
喜
び

や
母
に
な
っ
た
喜
び
は
、
何
に

も
代
え
が
た
い
も
の
で
す
。
主

人
や
、
時
々
遠
く
に
住
む
（
九
州

と
フ
ラ
ン
ス
）
祖
父
母
の
助
け

を
得
な
が
ら
、
音
楽
活
動
も
何

と
か
ペ
ー
ス
を
元
に
戻
し
つ
つ

あ
り
ま
す
（
練
習
時
間
を
何
と

か
捻
出
し
・
・
・
！
）。
小
さ
い

な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
自
己
表

現
す
る
健
気
な
息
子
を
目
の
前

に
、
音
楽
へ
の
感
動
が
深
ま
る

こ
の
頃
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、

学
生
時
代
、
恩
師
に
「
今
の
勉
強

（
練
習
）
が
将
来
の
貯
金
！
」
と

言
わ
れ
た
こ
と
を
改
め
て
思
い

出
し
ま
す
！
今
年
も
、
そ
の
「
貯

金
」
の
補
充
を
し
つ
つ
、
藝
大
で

の
後
進
の
指
導
、
紀
尾
井
シ
ン

フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
東
京
や
ク
ァ
ル

テ
ッ
ト
ア
ー
ニ
マ
の
活
動
を
中

心
に
、
い
い
音
楽
が
出
来
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
留
学
生
活
を
満
喫
な

さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
、
た
く
さ
ん

良
い
貯
金
を
し
て
く
だ
さ
い
♪

１
９
９
8
年
度
助
成

新
垣　

裕
子

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ス
イ
ス
在
）

　

私
の
所
属
し
て
い
る
チ
ュ
ー

リ
ッ
ヒ
歌
劇
場
管
弦
楽
団
に
は
、

１
９
９
７
年
よ
り
合
計
15
名
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
研
修
生
が
い
ま

す
。
試
験
時
の
年
齢
制
限
は
26

歳
で
、
研
修
期
間
は
２
年
間
。
団

員
と
一
緒
に
オ
ペ
ラ
を
弾
き
な

が
ら
勉
強
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム

で
す
。
研
修
中
は
ア
パ
ー
ト
が

提
供
さ
れ
る
他
に
奨
学
金
も
支

給
さ
れ
、
首
席
奏
者
と
の
個
人

レ
ッ
ス
ン
、
室
内
楽
の
レ
ッ
ス

ン
、
そ
し
て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
入

団
試
験
用
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
を
中
心
と
し
た
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
館
で
の
オ

ペ
ラ
公
演
を
す
べ
て
無
料
で
鑑

賞
出
来
ま
す
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
魅
力
、
オ
ペ
ラ
の
魅
力
を
満

喫
し
な
が
ら
、
そ
し
て
重
要
部

分
で
あ
る
専
攻
楽
器
の
方
も
十

分
に
磨
き
を
掛
け
て
い
け
る
、

こ
の
よ
う
な
充
実
し
た
制
度
で

す
。

　

若
く
し
て
日
本
か
ら
海
外
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
留
学
を
希
望

す
る
方
も
少
な
い
と
は
思
い
ま

す
が
、
何
か
の
情
報
に
な
れ
ば

と
思
い
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

島
田　

真
千
子

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

　

昨
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災

に
て
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に

は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

震
災
か
ら
は
、
大
自
然
の
驚

異
や
、
人
間
や
音
楽
の
力
な
ど
、

改
め
て
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
１
月
に
セ
ン
ト
ラ

ル
愛
知
響
の
定
期
演
奏
会
で

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
協
奏
曲
を

共
演
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
を
皮

切
り
に
、
小
澤
征
爾
氏
指
揮
で

の
水
戸
室
内
管
や
サ
イ
ト
ウ
キ

ネ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
へ
の
参
加
、

室
内
楽
や
リ
サ
イ
タ
ル
等
、
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

　

助
成
や
ご
支
援
を
頂
い
て
こ

こ
ま
で
来
ら
れ
た
事
へ
の
感
謝

を
、
音
楽
家
と
し
て
社
会
に
還

元
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。



い い 人 ・ い い 音

8

<
H
P>
http://m

achikoshi 
m
ada.com

/
１
９
９
9
年
度
助
成

田
邉　

織
恵

（
声
楽
）

　

昨
年
か
ら
地
元
の
大
学
で
講

師
と
し
て
働
き
な
が
ら
、
オ
ペ

ラ
の
年
と
し
て
、
７
月
に
「
魔

笛
」
パ
パ
ゲ
ー
ナ
、「
ド
ン
・

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
」
ゼ
ル
リ
ー
ナ
、

９
月
「
妖
精
ヴ
ィ
ッ
リ
」
ア
ン

ナ
、
12
月
「
電
話
」
ル
ー
シ
ー
、

「
ア
マ
ー
ル
と
夜
の
訪
問
者
」
ア

マ
ー
ル
、
今
年
１
月
「
ド
ン
・

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
」
ド
ン
ナ
・
ア

ン
ナ
と
新
し
い
役
に
多
く
出
会

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
予
定
と
し
て
は
、

「
カ
ル
メ
ン
」
ミ
カ
エ
ラ
と
「
イ

ル　

カ
ン
ピ
エ
ッ
ロ
」
ガ
ス
パ

リ
ー
ナ
の
出
演
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

大
好
き
な
オ
ペ
ラ
に
浸
る
こ

と
が
で
き
、
忙
し
い
毎
日
で
す

が
、
今
、
と
て
も
幸
せ
で
す
‼

大
谷　

玲
子

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

　

昨
年
９
月
に
、
セ
カ
ン
ド
ア

ル
バ
ム
Ｃ
Ｄ
“Polonaise!

（
ポ

ロ
ネ
ー
ズ
）”（
ピ
ア
ノ
岡
元
麻

子
）
を
リ
リ
ー
ス
い
た
し
ま
し

た
。
ル
ト
ス
ワ
フ
ス
キ
、
シ
マ
ノ

フ
ス
キ
、
ヴ
ィ
エ
ニ
ャ
フ
ス
キ

の
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
作
曲
家
た

ち
に
よ
る
魅
力
的
な
小
品
を
収

録
し
て
い
ま
す
。
フ
ァ
ー
ス
ト

ア
ル
バ
ム
Ｃ
Ｄ
「
イ
ザ
イ
：
無
伴

奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ
全
６

曲
」
と
同
じ
く
、
ナ
ミ
・
レ
コ
ー

ド
か
ら
の
リ
リ
ー
ス
で
す
。

ヴ
ィ
エ
ニ
ャ
フ
ス
キ
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
最
高
位
賞
入
賞
か
ら
15

年
の
成
長
を
お
聴
き
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

２
０
０
０
年
度
助
成

宮
部　

小
牧

（
声
楽
）

　

こ
の
原
稿
を
書
く
時
期
に
な

る
と
、
あ
あ
、
１
年
経
っ
た
ん
だ

な
あ
と
そ
の
年
を
振
り
返
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
私
事
で
す

が
、
昨
年
夏
に
第
一
子
を
出
産

し
、
楽
し
く
子
育
て
を
し
て
い

ま
す
。
み
る
み
る
う
ち
に
成
長

す
る
生
命
の
力
に
感
動
を
覚
え

る
日
々
で
す
。

　

子
守
唄
は
何
が
い
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
口
ず
さ

み
や
す
く
、
優
し
く
朗
ら
か
な

内
容
の
「
う
た
」
を
自
然
と
歌
っ

て
い
ま
す
。

　

歌
と
い
う
も
の
の
源
、
原
点

に
思
い
が
至
り
ま
す
。

諸
田　

広
美

（
声
楽
）

　

昨
年
は
オ
ペ
ラ
出
演
の
機
会

に
恵
ま
れ
た
年
で
し
た
。
春
は

宮
本
亜
門
さ
ん
演
出
の
二
期
会

創
立
60
周
年
公
演
「
フ
ィ
ガ
ロ

の
結
婚
」（
二
期
会
の
記
念
す
べ

き
年
に
出
演
で
き
嬉
し
か
っ
た

で
す
）、
夏
は
日
本
で
本
格
的
舞

台
で
歌
う
の
が
夢
だ
っ
た
「
カ

ル
メ
ン
」
タ
イ
ト
ル
ロ
ー
ル
な

ど
で
す
。
ま
た
、
外
国
人
指
揮
者

と
の
共
演
に
も
恵
ま
れ
、「
フ
ィ

ガ
ロ
の
結
婚
」
で
は
デ
イ
ヴ
ィ

ス
氏
と
、
ト
ラ
エ
ッ
タ
作
曲
「
ス

タ
ー
バ
ト
・
マ
ー
テ
ル
」
日
本

初
演
で
は
ク
レ
メ
ン
テ
氏
と
、

「
神
々
の
黄
昏
」
で
は
ハ
ン
マ
ー

氏
と
そ
れ
ぞ
れ
共
演
し
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
祈
り
と
愛
を
テ
ー

マ
に
リ
サ
イ
タ
ル
・
シ
リ
ー
ズ

も
開
始
し
ま
し
た
。
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

定
期
的
に
行
っ
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
引
き

続
き
精
力
的
に
活
動
し
て
い
き

た
い
で
す
。

上
野　

真
理

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

　

帰
国
し
て
か
ら
の
時
間
の
方

が
す
っ
か
り
長
く
な
り
ま
し
た

が
、
日
本
の
音
楽
教
育
の
レ
ベ

ル
の
高
さ
を
率
直
に
感
じ
、
ま

た
才
能
あ
る
演
奏
家
の
方
々
と

共
演
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を

と
て
も
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

逆
に
、
帰
国
後
の
方
が
、
自
分

を
見
つ
め
な
お
す
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。
留
学
さ
せ
て
い

た
だ
け
た
こ
と
、
音
楽
家
と
し

て
尊
敬
す
る
先
生
方
と
演
奏
さ

せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
感
謝

し
、
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
、
公
共
ホ
ー
ル

支
援
事
業
の
登
録
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
し
て
演
奏
し
て
お
り
ま
す
。

神
谷　

未
穂

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

　

一
昨
年
９
月
に
就
任
し
た
、

仙
台
フ
ィ
ル
の
コ
ン
マ
ス
と
し

て
の
活
動
が
半
年
経
ち
、
少
し

慣
れ
て
き
た
頃
の
３
月
11
日
、

東
日
本
大
震
災
の
震
度
６
強
の

揺
れ
を
、
仙
台
フ
ィ
ル
の
根
拠

地
・
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー
で
体

感
し
ま
し
た
。

　

あ
ま
り
の
揺
れ
の
凄
さ
に
、

天
井
か
ら
何
か
落
ち
て
き
た
ら
、

楽
器
が
弾
け
な
く
な
る
か
も
し

れ
な
い
、、、
と
思
う
ほ
ど
で
し

た
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
的
確
な
判

断
で
避
難
す
る
こ
と
が
出
来
、

幸
い
に
も
、
メ
ン
バ
ー
、
楽
器

共
々
無
事
で
し
た
。

　

数
ヶ
月
間
も
通
常
の
コ
ン

サ
ー
ト
が
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
り
、

先
行
き
の
見
え
な
い
不
安
や
、

辛
い
思
い
も
し
ま
し
た
が
、
早

く
音
楽
で
被
災
地
を
元
気
付
け

て
い
き
た
い
と
、
仙
台
フ
ィ
ル

で
は
“
音
楽
の
力
に
よ
る
復
興

セ
ン
タ
ー
”
を
立
ち
上
げ
、
震
災

の
す
ぐ
後
、
３
月
中
か
ら
被
災

地
（
避
難
所
・
学
校
等
）
で
の
活

動
を
始
め
ま
し
た
（
11
月
初
め

ま
で
こ
の
活
動
は
２
０
０
回
を

超
え
ま
し
た
）。

　

こ
の
活
動
に
は
、
全
国
、
世
界

か
ら
沢
山
の
方
々
の
ご
支
援
を

頂
い
て
お
り
ま
す
。
明
治
安
田

ク
オ
リ
テ
ィ
オ
ブ
ラ
イ
フ
文
化

財
団
で
交
友
が
あ
る
音
楽
家
の

皆
様
に
も
、
温
か
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
、
ご
支
援
を
沢
山
頂
き
ま
し

た
。
こ
の
誌
面
を
お
借
り
し
て
、

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

復
興
に
は
何
年
も
か
か
り
そ
う

な
大
き
な
被
害
で
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
長
い
目
で
被
災
地
を

応
援
し
て
い
た
だ
け
た
ら
、
嬉

し
い
で
す
。
演
奏
出
来
る
喜
び
、

音
楽
の
持
つ
力
の
大
き
さ
を
、

今
ま
で
以
上
に
感
じ
な
が
ら
活

動
し
て
い
ま
す
（
従
姉
・
礒
絵

里
子
と
の
デ
ュ
オ
プ
リ
マ
は
、

お
か
げ
様
で
デ
ビ
ュ
ー
10
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
記
念
Ｃ
Ｄ

「
デ
ュ
オ
イ
ズ
ム
」
を
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
）。

<H
P>http://w

w
w
.yaplog.

jp/m
iho1017/
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シ
ュ
レ
イ
フ
ァ
ー　

弓
子

（
ハ
ー
プ
・
ダ
ラ
ス
在
）

　

昨
年
は
世
界
中
で
様
々
な
天

災
に
見
舞
わ
れ
、
ニ
ュ
ー
ス
が

飛
び
交
い
、
胸
を
痛
め
る
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
私
自
身
、

数
年
前
に
マ
イ
ア
ミ
で
ハ
リ

ケ
ー
ン
に
被
災
し
た
経
験
も
胸

に
蘇
り
、
海
外
に
い
る
日
本
人

と
し
て
何
が
出
来
る
も
の
か
と
、

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ

ダ
ラ
ス
で
は
、
日
本
へ
の
支
援

を
熱
心
に
勧
め
て
く
れ
る
機
関

が
い
く
つ
も
あ
り
、
す
ぐ
近
く

の
公
立
の
中
学
校
で
は
、
一
日

で
80
万
円
相
当
の
生
徒
か
ら
の

寄
付
を
募
っ
た
と
の
こ
と
も
聞

き
ま
し
た
。
こ
の
辛
い
試
練
か

ら
、
日
本
が
い
か
に
世
界
中
か

ら
大
切
に
さ
れ
愛
さ
れ
て
い
る

か
を
、
身
を
持
っ
て
感
じ
る
こ

と
が
出
来
、
ま
た
、
互
い
を
助
け

合
い
思
い
合
う
心
、
こ
の
当
然

に
聞
こ
え
る
こ
と
が
世
界
規
模

で
行
わ
れ
る
、
そ
の
意
義
に
つ

い
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
共

に
、
日
本
人
で
あ
る
こ
と
の
誇

り
、
私
自
身
に
つ
い
て
も
再
確

認
し
た
年
と
な
り
ま
し
た
。
被

災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
、

心
よ
り
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

２
０
０
１
年
度
助
成

川
村　

文
雄

（
ピ
ア
ノ
）

　

母
校
で
あ
る
桐
朋
学
園
大
学

で
教
鞭
を
執
ら
せ
て
い
た
だ
き

４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

未
だ
に
実
感
が
沸
か
ず
に
い

ま
す
が
、
初
年
度
に
受
け
持
っ

た
生
徒
た
ち
が
こ
の
春
に
卒
業

し
ま
す
。

　

教
育
活
動
を
し
な
が
ら
コ
ン

サ
ー
ト
を
続
け
て
い
く
こ
と
の

難
し
さ
を
痛
感
す
る
一
方
、
ど

の
よ
う
な
形
で
あ
れ
、
音
楽
を

生
き
る
糧
と
し
て
、
日
々
、
勉
強

で
き
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
。

大
石　

将
紀

（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
）

　

一
昨
年
よ
り
財
団
法
人
地
域

創
造
の
登
録
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

し
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
な
ど
を
通
し
て

自
分
の
音
楽
活
動
と
社
会
と
の

結
び
つ
き
を
考
え
る
大
変
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す

が
・
・
・
ま
た
、
ブ
ル
ー
オ
ー
ロ

ラ
・
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
カ
ル
テ
ッ

ト
を
結
成
し
、
こ
ち
ら
で
も
こ

れ
か
ら
各
地
で
コ
ン
サ
ー
ト
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

２
０
０
４
年
度
助
成

冨
平　

安
希
子

（
声
楽
）

　

長
女
は
あ
っ
と
い
う
間
に
１

歳
に
な
り
、
ま
す
ま
す
目
が
離

せ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
成
長

に
目
を
細
め
る
毎
日
で
す
。
育

児
を
す
る
中
で
の
演
奏
活
動
は

練
習
時
間
の
確
保
も
含
め
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
中

で
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た

り
し
て
少
し
ず
つ
で
す
が
仕
事

に
も
復
帰
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
舞
台
に
立
て
る
機
会
を
多

く
い
た
だ
け
る
よ
う
、
周
り
の

サ
ポ
ー
ト
に
感
謝
し
な
が
ら
、

そ
し
て
大
い
に
甘
え
な
が
ら
⁈

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
な
ど
に
も
挑

戦
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

杉
村
　

香
奈

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ベ
ル
リ
ン
在
）

　

昨
年
３
月
よ
り
、
住
ま
い
を

ベ
ル
リ
ン
に
移
し
弦
楽
四
重
奏

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
ピ
ア
ノ
五
重
奏
、
四

重
奏
、
ト
リ
オ
な
ど
、
室
内
楽
に

重
点
を
置
い
た
活
動
を
し
つ
つ
、

北
ド
イ
ツ
放
送
響
等
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
に
も
ゲ
ス
ト
・
コ
ン
サ
ー

ト
マ
ス
タ
ー
等
で
参
加
。
ま
た
、

現
代
を
代
表
す
る
作
曲
家
の
一

人
、
ソ
フ
ィ
ア
・
グ
バ
イ
ド

リ
ー
ナ
の
生
誕
80
周
年
を
祝
う

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
て
ピ
ア
ノ
、

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
と
ヴ
ィ
オ
ラ
の

ト
リ
オ
を
演
奏
し
、
好
評
を
得

ま
し
た
。

２
０
０
５
年
度
助
成

臼
木　

あ
い

（
声
楽
）

　

東
京
藝
大
の
博
士
課
程
に
在

籍
し
な
が
ら
演
奏
活
動
を
行
い
、

昨
年
４
月
か
ら
は
上
野
学
園
大

学
の
非
常
勤
講
師
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
私
も
ま
だ
ま
だ
勉
強
中
の

身
で
す
が
、
学
生
か
ら
学
ぶ
事

は
驚
く
ほ
ど
に
多
く
、
と
て
も

充
実
し
た
毎
日
で
す
。

　

昨
年
は
能
楽
堂
で
狂
言
ス
タ

イ
ル
に
よ
る
バ
ロ
ッ
ク
オ
ペ
ラ

に
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、

新
国
立
劇
場
尼
崎
鑑
賞
教
室
公

演
「
愛
の
妙
薬
」
で
ア
デ
ィ
ー
ナ

役
を
歌
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
年
は
藝
大
博
士
課
程
を
卒

業
す
る
た
め
、
Ｍ
．
ハ
イ
ド
ン
と

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
レ
ク
イ
エ
ム

に
焦
点
を
当
て
た
論
文
を
執
筆

す
る
予
定
で
す
。佐

野　

隆
哉

（
ピ
ア
ノ
）

　

帰
国
よ
り
約
１
年
、
向
う
で

の
生
活
と
の
大
き
な
違
い
に
戸

惑
い
つ
つ
も
、
何
と
か
順
応
で

き
る
よ
う
に
と
足
掻
く
毎
日
で

す
。
幸
い
な
こ
と
に
、
昨
年
４
月

か
ら
は
東
京
藝
術
大
学
、
国
立

音
楽
大
学
で
後
進
の
指
導
に
も

あ
た
り
、
新
し
い
刺
激
を
受
け

て
い
ま
す
。
日
本
は
と
に
か
く

時
の
流
れ
の
ス
ピ
ー
ド
が
速

い
！
充
実
し
た
日
々
を
送
れ
る

よ
う
に
、
地
に
足
を
つ
け
た
活
動

を
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

横
坂　

源

（
チ
ェ
ロ
・
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
在
）

　

シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
町

は
一
つ
の
盆
地
で
で
き
て
い
る

た
め
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
に

な
る
と
山
の
上
に
あ
る
家
へ
帰

る
途
中
、
寒
さ
で
ぴ
ん
と
張
り

詰
め
た
空
気
の
中
た
く
さ
ん
の

星
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

昨
年
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
室

内
楽
、
ソ
ロ
と
幅
広
く
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
そ
の

経
験
か
ら
一
回
り
成
長
し
た
姿

を
皆
様
に
お
見
せ
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
今
年
は
、
エ
ル
ガ
ー
の

チ
ェ
ロ
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
な
ど
個

人
的
に
大
好
き
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
、
日
本
の
皆
様
の
前
で
演
奏

さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
で
と
て
も
楽
し

み
で
す
。
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遠
藤　

真
理

（
チ
ェ
ロ
）

　

昨
年
、
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
コ
ン

チ
ェ
ル
ト
、
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
、
ソ

ロ
と
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

震
災
の
日
に
は
、
山
形
交
響

楽
団
と
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
が
山

形
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

Ｇ
Ｐ
最
中
に
発
生
し
た
大
き
な

揺
れ
の
た
め
コ
ン
サ
ー
ト
は
中

止
に
な
り
、
東
京
に
戻
る
こ
と

も
で
き
ず
に
数
日
間
山
形
で
過

ご
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
出
来

る
限
り
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン

サ
ー
ト
に
は
出
演
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
も
精
一

杯
頑
張
り
た
い
で
す
。

２
０
０
６
年
度
助
成

白
根　

亜
紀

（
声
楽
・
パ
リ
在
）

　

昨
年
７
月
15
日
に
、
地
元
宮

崎
で
初
の
一
時
帰
国
リ
サ
イ
タ

ル
を
開
催
し
ま
し
た
。
ア
リ
ア

や
フ
ラ
ン
ス
・
日
本
歌
曲
に
子

守
唄
ま
で
、
今
の
自
分
を
そ
の

ま
ま
出
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
今
年
４
月
に
は
、

パ
リ
・
シ
ャ
ト
レ
劇
場
に
て
現

代
オ
ペ
ラ
の
コ
ー
ラ
ス
に
参
加

予
定
の
ほ
か
、
１
歳
の
息
子
の

育
児
と
並
行
し
て
そ
の
他
の
演

奏
活
動
に
取
組
み
ま
す
。

佐
藤　

卓
史

（
ピ
ア
ノ
・
ウ
ィ
ー
ン
在
）

　

昨
年
は
イ
タ
リ
ア
の
カ
ン

ト
ゥ
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
と
メ
ン

デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
国
際
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
そ
れ
ぞ
れ
最
高
位
を
受

賞
し
ま
し
た
。
５
年
間
在
学
し

た
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
音
楽
演
劇
メ

デ
ィ
ア
大
学
を
昨
秋
終
了
し
、

現
在
は
ウ
ィ
ー
ン
国
立
音
楽
芸

術
大
学
で
勉
強
を
続
け
て
い
ま

す
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
日
本
で
の
演

奏
活
動
も
引
き
続
き
行
っ
て
い

ま
す
。

<H
P>http://w

w
w
.takashi-

sato.jp/

２
０
０
７
年
度
助
成

中
村　

恵
理

（
声
楽
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
在
）

　

バ
イ
エ
ル
ン
州
立
劇
場
に
て

２
年
目
の
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り

ま
し
た
。
昨
年
は
同
歌
劇
場
の

日
本
公
演
に
参
加
し
、
３
年
ぶ

り
に
日
本
で
の
オ
ペ
ラ
出
演
が

叶
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ロ
ン
ド

ン
・
フ
ィ
ル
と
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の

「
ス
タ
ー
バ
ト
・
マ
ー
テ
ル
」
に

ソ
プ
ラ
ノ
・
ソ
ロ
で
出
演
す
る

な
ど
、
大
変
多
忙
な
一
年
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
演
出
「
ニ
ー
ベ
ル

ン
グ
の
指
輪
」
に
て
ヴ
ォ
ー
ク

リ
ン
デ
、「
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ

ト
」
の
リ
ュ
ー
を
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

で
歌
い
、
年
の
後
半
は
ス
ペ
イ

ン
で
の
デ
ビ
ュ
ー
も
控
え
て
お

り
ま
す
。

　

現
場
で
の
経
験
が
一
番
の

レ
ッ
ス
ン
と
信
じ
、
真
摯
に
心

あ
る
音
楽
を
追
求
し
て
精
進
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
野　

朝
水

（
チ
ェ
ロ
・
パ
リ
在
）

　

昨
夏
は
、
ス
イ
ス
で
行
わ
れ

たinternational 
m
usic 

academ
y in Sw

itzerland

や
、

ル
ツ
ェ
ン
音
楽
祭
ア
カ
デ
ミ
ー

な
ど
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

同
年
代
の
世
界
各
地
か
ら
集

ま
っ
た
音
楽
家
達
と
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
そ
れ
ぞ
れ
、
小
澤
征
爾
氏
、
ピ

エ
ー
ル
・
ブ
ー
レ
ー
ズ
氏
と

い
っ
た
大
変
著
名
な
音
楽
家
か

ら
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
充
実
し
た
時
間
を

過
ご
し
た
夏
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
、
新
た
に
室
内
楽

科
に
も
籍
を
置
い
て
、
弦
楽
五

重
奏
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
開
拓

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
誰
か

と
一
緒
に
音
楽
を
感
じ
、
演
奏

す
る
室
内
楽
な
ら
で
は
の
喜
び

を
味
わ
い
つ
つ
、
勉
強
の
日
々

を
送
っ
て
い
ま
す
。

２
０
０
８
年
度
助
成

ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
木
実
・　

ウ
イ
ッ
ト
マ
ー

（
声
楽
・
オ
ラ
ン
ダ
在
）

　

昨
年
は
バ
ッ
ハ
な
ど
宗
教
曲

の
本
番
と
並
行
し
て
、
十
七
世

紀
の
英
コ
ン
ソ
ー
ト
音
楽
を
演

奏
す
る
機
会
に
も
度
々
与
っ
て

お
り
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
の
統

治
に
伴
う
曲
想
の
傾
向
や
演
奏

解
釈
を
学
ん
で
い
ま
す
。
舞
曲

に
の
せ
て
女
王
へ
の
愛
を
歌
っ

た
り
、
一
人
九
役
で
賑
わ
う
市

場
の
情
景
を
歌
っ
た
り
と
、
歴

史
を
散
歩
す
る
か
の
様
。
数
知

れ
ぬ
素
敵
な
曲
を
伝
え
て
い
く

上
で
の
探
求
の
喜
び
は
尽
き
ま

せ
ん
！

塚
越　

慎
子

（
マ
リ
ン
バ
）

　

昨
年
は
、
私
に
と
っ
て
初
め

て
と
な
る
ソ
ロ
Ｃ
Ｄ
「
Ｄ
Ｅ
Ａ

Ｒ　

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ａ
」
を
リ

リ
ー
ス
し
、
そ
の
Ｃ
Ｄ
が
レ

コ
ー
ド
芸
術
誌
に
お
い
て
特
選

盤
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

国
内
外
を
問
わ
ず
演
奏
活
動
に

励
ん
で
お
り
ま
す
。
マ
リ
ン
バ

は
ま
だ
一
般
的
に
認
知
度
の
低

い
楽
器
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
た
く
さ
ん
の
新
し
い
企

画
と
と
も
に
演
奏
活
動
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

２
０
０
９
年
度
助
成金

子　

平

（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
・
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
在
）

　

ド
イ
ツ
生
活
も
７
年
目
を
迎

え
ま
し
た
が
、
昨
年
８
月
下
旬

に
行
わ
れ
た
読
売
日
本
交
響
楽

団
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合
格

し
、
今
年
７
月
に
帰
国
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ド
イ
ツ

の
歌
劇
場
で
は
、
有
名
な
オ
ペ

ラ
か
ら
日
本
で
は
上
演
さ
れ
る

こ
と
の
少
な
い
オ
ペ
ラ
ま
で
を

日
々
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
、

帰
国
ま
で
の
こ
の
時
間
が
と
て

も
貴
重
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

実
感
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
０
年
度
助
成

髙
橋　

さ
や
か

（
声
楽
・
パ
リ
在
）

　

昨
年
の
夏
は
、
８
月
に
ド
イ

ツ
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
「
魔
笛
」
の
パ
ミ
ー
ナ
を
歌
わ

せ
て
い
た
だ
き
、
９
月
に
は
ピ

ア
ニ
ス
ト
の
ダ
ル
ト
ン
・
ボ
ー

ル
ド
ウ
イ
ン
先
生
と
の
Ｃ
Ｄ
録

音
、
引
続
き
10
月
に
は
パ
リ
で

先
生
と
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
３

カ
月
間
、
プ
ロ
の
音
楽
家
と
し

て
の
自
分
の
あ
り
方
と
向
き
合

い
葛
藤
し
な
が
ら
も
、
周
り
の

素
晴
ら
し
い
音
楽
家
達
に
励
ま
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さ
れ
、
本
物
の
音
楽
を
求
め
る

こ
と
に
自
分
を
捧
げ
る
こ
と
の

出
来
る
こ
の
環
境
に
、
心
か
ら

の
幸
せ
を
感
じ
た
最
高
の
夏
と

な
り
ま
し
た
。

多
田　

真
理

（
ピ
ア
ノ
・
チ
ュ
ー
リ
ヒ
在
）

　

チ
ュ
ー
リ
ヒ
は
寒
さ
が
日
に

日
に
増
し
て
い
ま
す
が
、
ク
リ

ス
マ
ス
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
点
灯
し
始
め
、
楽
し
い
季
節

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

先
日
、
は
じ
め
て
バ
レ
エ
を

鑑
賞
し
、
体
の
使
い
方
や
空
気

の
感
じ
方
等
、
ピ
ア
ノ
を
弾
く

に
当
た
り
と
て
も
大
切
な
こ
と

を
勉
強
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
ま
た
、
レ
ッ
ス
ン
で
は
、
よ

り
自
分
の
意
思
に
重
き
を
お
か

れ
る
よ
う
に
な
り
、
客
観
的
に

自
分
を
見
つ
め
る
難
し
さ
に
四

苦
八
苦
し
て
い
ま
す
が
、
日
々

新
し
い
こ
と
を
学
べ
る
こ
と
に

感
謝
し
て
い
る
毎
日
で
す
。

酒
井　

有
彩

（
ピ
ア
ノ
・
ベ
ル
リ
ン
在
）

　

ベ
ル
リ
ン
で
の
生
活
も
一
年

半
が
経
ち
ま
し
た
。
ベ
ル
リ
ン

フ
ィ
ル
を
は
じ
め
、
一
流
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
達
の
熱
く
活
き

た
音
楽
は
、
私
に
沢
山
の
刺
激
、

喜
び
、
活
力
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。
こ
の
夏
は
フ
ラ
ン
ス
と
日

本
で
、
三
つ
の
ソ
ロ
リ
サ
イ
タ

ル
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
音
楽
へ
の
憧
れ
を

実
力
に
変
え
ら
れ
る
よ
う
、
そ

し
て
幅
広
く
演
奏
の
機
会
を
増

や
せ
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
精

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
林　

美
樹

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ウ
イ
ー
ン
在
）

　

昨
年
10
月
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で

ヴ
ィ
ニ
ア
ス
キ
ー
国
際
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し

２
位
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

審
査
委
員
長
の
ヴ
ェ
ン
ゲ
ー
ロ

フ
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
で
今
回
か

ら
シ
ス
テ
ム
が
大
き
く
変
わ
り
、

本
選
ま
で
４
回
の
予
選
、
曲
数

も
増
え
る
等
大
変
で
し
た
が
、

多
く
の
友
人
が
で
き
て
本
当
に

充
実
し
た
２
週
間
で
し
た
。

ヴ
ェ
ン
ゲ
ー
ロ
フ
さ
ん
か
ら

「
君
の
演
奏
に
勇
気
を
も
ら
っ

た
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

２
０
１
１
年
度
助
成

小
林　

大
祐

（
声
楽
）

　

最
近
は
目
下
、
今
年
４
月
か

ら
の
イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
へ
の

留
学
に
向
け
て
準
備
中
で
す
。

　

イ
タ
リ
ア
へ
は
高
校
生
の
時

に
コ
ン
ク
ー
ル
の
副
賞
で
10
日

間
研
修
旅
行
で
行
っ
た
き
り
な

の
で
、
ほ
ぼ
初
め
て
の
留
学
に

な
り
ま
す
。
ビ
ザ
や
手
続
き
、
向

う
で
の
生
活
、
も
ち
ろ
ん
歌
の

勉
強
を
い
か
に
充
実
さ
せ
る
た

め
に
し
っ
か
り
準
備
し
て
春
を

迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

門
間　

信
樹

（
声
楽
）

　

私
は
ま
だ
「
留
学
準
備
」
の
段

階
で
、
語
学
を
学
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。「
言
葉
な
ん
て
飛
び

込
ん
で
し
ま
え
ば
何
と
か
な
る
」

と
い
う
甘
い
文
句
が
あ
り
ま
す

が
、
分
か
ら
な
い
こ
と
や
不
安

な
こ
と
が
あ
る
の
は
留
学
し
て

間
も
な
い
頃
だ
と
思
い
ま
す
。

オ
ペ
ラ
や
コ
ン
サ
ー
ト
の
稽
古

の
合
間
に
、
英
語
の
勉
強
を
し

て
い
ま
す
。

坂
本　

彩

（
ピ
ア
ノ
・
ベ
ル
リ
ン
在
）

　

昨
秋
よ
り
ベ
ル
リ
ン
芸
術
大

学
で
の
勉
強
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ド
イ
ツ
で
は
、
レ
ッ
ス
ン
に

お
い
て
も
友
人
間
の
会
話
に
お

い
て
も
自
分
の
意
見
を
求
め
ら

れ
、
戸
惑
う
こ
と
も
多
い
で
す

が
、
貪
欲
に
学
ぼ
う
と
す
る
同

志
の
姿
か
ら
は
日
々
刺
激
を
受

け
て
い
ま
す
。
留
学
を
よ
り
充

実
さ
せ
る
た
め
、
目
下
の
目
標

は
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
拡
大
と
語

学
の
向
上
で
す
。
夢
に
向
か
っ

て
日
々
精
進
し
て
い
ま
す
。

永
井　

基
慎

（
ピ
ア
ノ
・
パ
リ
在
）

　

大
学
に
入
学
後
渡
仏
し
て
か

ら
、
早
い
も
の
で
３
ケ
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。
自
炊
に
苦
戦
し
な

が
ら
も
、
お
陰
様
で
パ
リ
で
の

毎
日
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
充
実

し
て
お
り
ま
す
。
パ
リ
は
藝
術

と
日
常
と
の
距
離
が
近
く
感
じ

ら
れ
る
街
で
す
。
私
が
思
っ
て

い
た
以
上
に
名
演
奏
家
と
呼
ば

れ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
公
演
が

多
い
の
で
、
か
な
り
の
頻
度
で

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
足
を
運

び
、
街
の
い
た
る
所
に
あ
る
美

術
館
に
も
訪
れ
た
り
し
な
が
ら
、

楽
し
ん
で
藝
術
に
触
れ
て
お
り

ま
す
。

　

一
方
で
学
校
で
は
、
今
ま
で

に
受
け
た
こ
と
の
な
か
っ
た
室

内
楽
や
鍵
盤
和
声
の
授
業
等
全

て
が
新
鮮
で
興
味
深
く
、
仏
語

の
音
楽
用
語
に
戸
惑
い
な
が
ら

も
実
り
あ
る
時
間
を
過
ご
せ
て

お
り
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
専
門
実
技
の
レ
ッ
ス
ン
は
、

本
場
の
物
を
先
生
か
ら
直
々
に

感
じ
と
れ
る
機
会
な
の
で
、
毎

週
の
レ
ッ
ス
ン
が
非
常
に
楽
し

み
で
あ
る
と
と
も
に
、
最
高
の

喜
び
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
か
ら
他

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
地
理
的

に
近
い
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
以
外

の
色
々
な
街
に
足
を
運
び
、
異

な
っ
た
空
気
に
も
触
れ
て
み
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

正
戸　

里
佳

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
パ
リ
在
）

　

昨
年
10
月
か
ら
第
三
課
程
に

進
学
し
、
何
か
と
忙
し
い
毎
日

で
す
。
第
三
課
程
で
は
学
校
の

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、
自
分

の
や
り
た
い
事
を
決
定
し
、
実

現
す
る
事
が
で
き
ま
す
。C
D
を

作
る
、
音
楽
会
を
開
く
、
メ
デ
ィ

ア
に
出
演
す
る
な
ど
の
事
も
学

校
か
ら
の
後
押
し
に
よ
り
可
能

で
す
。
私
も
担
当
秘
書
の
方
と

話
し
合
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

の
音
楽
活
動
計
画
を
決
め
て
い

る
最
中
で
す
。

黒
金　

寛
行

（
バ
ス
・
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
）

　

今
は
準
備
に
追
わ
れ
る
毎
日

で
す
が
、
憧
れ
で
あ
っ
た
ベ
ル
リ

ン
の
生
活
に
は
期
待
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
る
ば
か
り
で
す
。
ま
た
、

一
年
間
と
い
う
短
い
勉
強
期
間

を
思
う
と
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
も
あ
り
ま
す
。
現
在
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
で
の
プ
レ
イ
を
、
よ
り

深
く
、
確
実
な
理
解
と
感
性
を

伴
っ
た
も
の
に
す
る
た
め
に
、
自

分
に
と
っ
て
留
学
の
経
験
は
必

要
不
可
欠
な
も
の
と
考
え
て
い

ま
し
た
の
で
、
こ
の
機
会
を
よ
り

充
実
し
た
も
の
に
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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助成対象者
氏　　　名 専　攻

1991年度
久　住　庄一郎 声　楽
妻　屋　秀　和 〃
日紫喜　惠　美 ＊ 〃
江　澤　聖　子 ピアノ
大　友　聖　子 〃
千　葉　純　子 ヴァイオリン
植　村　菜　穂 ＊ 〃
小　林　玉　紀 ＊ 〃
松　井　久　子 ＊ ハープ
斎　藤　明　子 ギター
鈴　木　大　介 ＊ 〃
末　次　孝　規 トロンボーン
鈴　木　優　子 ＊ 打楽器

1992年度
佐　野　成　宏 声　楽
揚　原　祥　子 ピアノ
志　茂　征　彦 〃
田　中　晶　子（a） ヴァイオリン
伊　藤　亮太郎 ＊ 〃
宮　本　　　恵 ＊ 〃
飛　澤　浩　人 ＊ ヴィオラ
富　永　佐恵子 チェロ
安　楽　真理子 ハープ
早　川　りさこ ＊ 〃
梅　津　千恵子 ＊ 打楽器

1993年度
横　田　みぎわ 声　楽
岡　田　　　将 ピアノ
有　森　直　樹 ＊ 〃
九頭見　香里奈 ヴァイオリン
山　本　はづき 〃
斎　藤　千　尋 チェロ
萩　原　貴　子 ＊ フルート
岩　井　英　二 テューバ

1994年度
樋　口　あゆ子 ピアノ
M.A.アシュリー ヴァイオリン
小　林　幸　子 〃
清　水　醍　輝 〃
礒　　　絵里子 ＊ 〃
中　島　慎　子 ＊ 〃
横　山　奈加子 ＊ 〃
赤　松　奨　太 ＊ チェロ
松　岡　みやび ＊ ハープ
神　田　寛　明 フルート

1995年度
大　井　浩　明 ＊ ピアノ
大　森　潤　子 ヴァイオリン
樫　本　大　進 〃
志　茂　美都世 〃
玉　井　菜　採 〃
石　橋　幸　子 ＊ 〃
神　代 　　 修 トランペット

1996年度
小山田　麻　穂 声　楽
礒　　　絵里子 ヴァイオリン
上　里　英　子 〃
清　水　有　紀 〃
大　谷　玲　子 ＊ 〃
安　藤　裕　子 ＊ ヴィオラ
篠　崎　友　美 ＊ 〃
古　川　展　生 チェロ
中　山　隆　崇 ＊ トランペット

助成対象者
氏　　　名 専　攻

1997年度
泉　　　良　平 声　楽
増　田　弥　生 〃
大　場　温　子 ＊ ピアノ
高　橋　博　子 オルガン
川　村　奈　菜 ヴァイオリン
山　﨑　貴　子 〃
田　中　晶　子（b）＊ 〃
早　川　りさこ ＊ ハープ
大　萩　康　司 ＊ ギター
伊　藤　寛　隆 ＊ クラリネット

1998年度
黒　木　香保里 声　楽
豊　嶋　起久子 〃
増　田　のり子 ＊ 〃
伊　藤　野　笛 ＊ ピアノ
新　垣　裕　子 ヴァイオリン
扇　谷　泰　朋 〃
田野倉　雅　秋 〃
島　田　真千子 ＊ 〃

1999年度
田　邉　織　恵 声　楽
林　　　正　子 〃
中　野　翔　太 ピアノ
野　田　清　隆 ＊ 〃
大　谷　玲　子 ヴァイオリン
瀬　﨑　明日香 〃
田　中　晶　子（b） 〃
清　水　英理子 ＊ 〃

2000年度
宮　部　小　牧 声　楽
諸　田　広　美 〃
上　野　真　理 ヴァイオリン
神　谷　未　穂 〃
日　下　紗矢子 ＊ 〃
工　藤　すみれ チェロ
シュレイファー弓子 ＊ ハープ
中　村　　　創 ＊ ギター
藤　井　香　織 フルート

2001年度
山　本　美　樹 声　楽
呉　　　承　容 〃
川　村　文　雄 ＊ ピアノ
椎　名　雄一郎 オルガン
日　下　紗矢子 ヴァイオリン
三　上　　　亮 〃
大　石　将　紀 サクソフォン

2002年度
柳　原　由　香 声　楽
長　　　慶　太 〃
大　崎　結　真 ピアノ
高　田　匡　隆 〃
橋　野　沙　綾 〃
髙　橋　和　貴 ヴァイオリン
杉　村　香　奈 ＊ 〃
髙　橋　紘　子 ＊ 〃
渡　邊　方　子 チェロ

2003年度
市　原　　　愛 声　楽
本　田　智　衣 〃
山　辺　絵　理 ピアノ
山　本　亜希子 〃
武　藤　順　子 ヴァイオリン

助成対象者
氏　　　名 専　攻

2004年度
冨　平　安希子 声　楽
中　楯　有　起 〃
脇　岡　洋　平 ピアノ
杉　村　香　奈 ヴァイオリン
梁　　　美　沙 〃

2005年度
臼　木　あ　い 声　楽
金　原　聡　子 〃
佐　野　隆　哉 ピアノ
川　村　伸　子 ヴァイオリン
横　坂　　　源 チェロ
遠　藤　真　理 〃

2006年度
江　田　雅　子 声　楽
石　原　妙　子 〃
白　根　亜　紀 〃
佐　藤　卓　史 ピアノ
鈴　村　真貴子 〃
朝　吹　園　子 ヴィオラ

2007年度
中　村　恵　理 声　楽
上　江　隼　人 〃
伊　藤　わか奈 ピアノ
平　野　朝　水 チェロ
渡　邊　玲　奈 フルート

2008年度
クリステン･木実･ウィットマー 声　楽
相　田　麻　純 〃
木　嶋　真　優 ヴァイオリン
塚　越　慎　子 打楽器

2009年度
盛　田　麻　央 声　楽
重　島　清　香 ○ 〃
松　本　伸　章 ピアノ
三　浦　文　彰 ヴァイオリン
上　野　星　矢 フルート
金　子　　　平 クラリネット

2010年度
高　橋　さやか 声　楽
重　島　清　香 ○ 〃
多　田　真　理 ピアノ
酒　井　有　彩 〃
小　林　美　樹　 ヴァイオリン

2011年度
小　林　大　祐 声　楽
門　間　信　樹 〃
坂　本　　　彩 ピアノ
永　井　基　慎 〃
正　戸　里　佳 ヴァイオリン
黒　金　寛　行 バス・トロンボーン

（注）
・＊は海外音楽コンクール助成対象者
　（同助成は2003年度以降廃止）
・（a）と（b）とは同名の別人　
・○は２年連続申込し助成決定
　　 （2009年度及び2010年度）

「海外音楽研修」｢海外音楽コンクール」助成対象者一覧

（敬称略）


